
品
何
列
寄
稿

千
里
山
会
編
集
部
よ
り
。
昨
年
四
月
福
知
山
線
大
事
故
に
際

し
、
負
傷
者
の
緊
急
受
け
入
れ
に
地
元
病
院
経
営
者
と
し
て

そ
の
任
に
当
た
ら
れ
た
吉
田
静
雄
氏
(
十
四
回
生
)
に
、

一

周
年
を
機
に
当
時
の
模
様
の
ご
寄
稿
を
お
願
い
し
ま
し
た
と

こ
ろ
、
貴
重
な
記
録
を
頂
戴
す
る
こ
と
が
で
き
感
謝
申
し
あ

げ
ま
す
。
発
刊
が
遅
れ
ま
し
た
こ
と
お
詫
び
申
し
あ
げ
ま
す
。

J

R
福
知
山
線
脱
線
事
故

十
四
回
生

吉

田

静

雄

(
尼
崎
中
央
病
院

理
事
長
)

平
成
十
七
年
四
月
二
五

日
に

発
生
し
た
品
福
知
山
線
脱
線

事
故
は
乗
客
五
八

O
人
中
、
死

者
一

O
七
人
、
負
傷
者
五
四
九
人
(
重
症
者
一
三
九
人
)
と
い
う

我
が
国
列
車
事
故
で
は
最
大
規
模
の
も
の
で
あ
っ
た
。
阪
神
大

震
災
の
教
訓
も
あ
り
、
民
間
人
の
活
躍
が
目
立
っ
た
。

最寄りの事故現場

尼
崎
中
央
病
院

現
場
か
ら
の
報
告

事
務
職
員

:・
・
当
日
受
付
会
計
を
担
当
し
て
お
り
ま
し
た
。
事

故
発
生
時
刻
、
救
急
医
療
情
報
シ
ス
テ
ム
を
管
理
す
る
コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
ー
が
今
ま
で
に
耳
に
し
た
こ
と
が
な
い
音
で
ピ
i
ピ

!

と
鳴
り
出
し
た
。

電
話
担
当
事
務
員
:
:
九
時
二
O
分
頃
ど
こ
か
の
テ
レ
ビ
局
よ

り
、
救
急
で
運
ば
れ
た
負
傷
者
は
き
て
い
ま
す
か
と
の
問
い
合

わ
せ
の
電
話
が
あ
り
、
受
付
の
様
子
が
ま
っ
た
く
分
か
ら
な
い

た
め
、
一
日
一
電
話
を
切
る
。

そ
の
後
N
H
K
や
テ
レ
ビ
局
、
新
聞
各
社
か
ら
続
々
問
い
合

わ
せ
の
電
話
が
入
っ
て
き
た
た
め
、

一
階
受
付
に
上
が
っ
て
く

る
と
、
す
で
に
ロ
ビ

l
は
患
者
、
負
傷
者
で
あ
ふ
れ
で
い
た
。

指
示
に
従
い
地
下
の
事
務
所
に
鍵
を
掛
け
全
員
一
階
受
付
に

上
が
っ
て
き
て
対
応
し
た
。

医
事
係
長
・
・
:
緊
急
ア
ラ
ー
ム
が
鳴
っ
て
い
る
と

一
階
受
付
か

ら
連
絡
が
あ
り
、
地
下
事
務
所
よ
り
一
階
に
上
が
っ
て
い
く
と

パ
ソ
コ
ン
は
受
け
入
れ
可
能
人
数
の
確
認
を
表
示
し
て
お
り
、

直
ち
に
外
来
看
護
長
に
そ
れ
を
確
認
す
る
よ
う
に
指
示
す
る
。

そ
の
後
す
ぐ
に
負
傷
者
四
名
が
乗
用
車
に
て
来
院
、

一
人
は

歩
行
困
難
な
た
め
、
車
椅
子
を
用
意
す
る
。
医
事
課
ス
タ
ッ
フ

掲矛板を見入る家族色掲矛般には受け入れ負傷者全員と

入P克患者氏名、転送先病院名、他から来た入院患者氏名
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に
緊
急
用
に
応
急
カ
ル
テ
作
成
を
指
示
す
る
。
時
間
を
お
か
ず

に
約
五

O
名
程
の
負
傷
者
が
自
家
用
乗
用
車
や
、
ミ
ニ
パ
ン
、

ト
ラ
ッ
ク
な
ど
に
て
搬
送
さ
れ
て
き
た
。

地
下
事
務
所
を
閉
鎖
し
、
医
事
課
職
員
全
員
で
、
受
付
を
手

伝
う
よ
う
に
指
示
す
る
。
応
急
カ
ル
テ
作
成
は
患
者
の
氏
名
、

生
年
月
日
、
住
所
を
確
認
し
て
作
成
し
た
。
時
間
が
経
つ
に
つ

れ
て
重
傷
者
の
搬
送
が
多
く
な
り
、
ス
ト
レ
ッ
チ
ャ
ー
が
足
り

ず
、
会
議
室
の
テ
ー
ブ
ル
を
利
用
し
て
診
察
室
に
負
傷
者
を
運

ん
だ
。
運
搬
に
使
わ
れ
た
電
車
の
座
席
も
利
用
し
た
。
警
察
、

報
道
関
係
者
の
問
い
合
わ
せ
が
殺
到
し
、
対
応
に
追
わ
れ
た
。

看
護
部
、
外
来
部
門
:
:
事
故
発
生
の
連
絡
を
受
け
、
そ
の
対

応
を
す
る
か
し
な
い
か
の
う
ち
に
既
に
救
急
患
者
の
搬
入
が
始

ま
っ
て
お
り
、
当
初
、
外
科
、
整
形
外
科
、
救
急
外
来
で
対
応

し
た
が
対
応
し
き
れ
ず
、
事
故
の
大
き
さ
が
わ
か
り
、
看
護
部

長
の
指
示
で
病
棟
よ
り
、
応
援
の
看
護
師
、
介
護
職
員
が
下
り

て
き
た
。

病
棟
看
護
長
:
:
看
護
部
長
の
指
示
で
外
来
に
看
護
師

ω
名
の

応
援
を
出
す
。
休
暇
中
の
看
護
師
玉
名
が
自
発
的
に
応
援
出
勤

し
て
き
た
。
次
々
に
運
ば
れ
て
く
る
負
傷
者
の
処
置
を
、
応

援
ナ
!
ス
と
と
も
に
担
当
を
決
め
て
行
っ
た
。

空
き
ベ
ッ
ド
が
な
い
状
態
で
運
ば
れ
て
き
た
患
者
は
、

ス
ト

数
は
と
の
問
い
合
わ
せ
が
あ
り
、
対
応
を
検
討
し
始
め
て
い
る

う
ち
に
次
々
と
負
傷
者
が
民
間
の
乗
用
車
、
ト
ラ
ッ
ク
や
ミ
ニ

パ
ン
で
運
ば
れ
て
き
た
。

直
ち
に
緊
急
用
の
受
付
を
つ
く
り
応
急
カ
ル
テ
に
よ
り
、
負

傷
者
の
把
握
、
*
ト
リ
ア

l
ジ
方
式
に
よ
り
、
重
傷
者
よ
り
点

滴
輸
液
を
行
い
、
治
療
を
開
始
し
た
。
一
般
外
来
患
者
様
に
は
、

電
車
事
故
に
よ
り
多
数
の
負
傷
者
が
来
ら
れ
ま
す
の
で
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
と
何
回
も
院
内
放
送
を
行
っ
た
。
初
診
患
者

以
外
の
方
で
帰
ら
れ
た
方
は
か
な
り
お
ら
れ
た
様
で
あ
る
。

一般、

C

T
等
の
レ
ン
ト
ゲ
ン
検
査
は
混
雑
を
極
め
た
が
、

こ
の
方
式
で
順
番
に
撮
影
を
行
っ
た
。
重
症
で
時
間
が
待
ち
き

れ
な
い
人
は
そ
の
ま
ま
他
の
病
院
に
転
送
し
て
も
ら
っ
た
。
病

棟
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
は
一
部
使
用
を
禁
止
し
て
、
負
傷
者
優
先

と
し
た
。
阪
神
淡
路
大
震
災
の
教
訓
が
生
き
た
為
か
、
そ
れ
程

大
き
な
ト
ラ
ブ
ル
は
起
き
な
か
っ
た
。

当
日
病
院
で
受
付
け
た
の
は
九
七
名
、
実
際
は
一

O
O名
を

越
す
負
傷
者
が
来
院
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
入
院
は
十
二

名
、
入
院
後
他
病
院
に
転
送
四
名
を
含
め
て
転
送
者
は
二

O
名

で
あ
っ
た
。

救
急
受
付
の
後
方
掲
示
板
に
受
け
入
れ
負
傷
者
全
員
と
入
院

由
霊
告
の
氏
名
、
転
送
先
病
院
名
、
更
に
、
他
病
院
、
救
命
セ
ン

レ
ッ
チ
ャ

l
の
上
で
、
ホ

l
ル
で
し
ば
ら
く
待
機
し
て
も
ら
っ

た
。
入
院
患
者
は
ホ

i
ル
に
出
な
い
よ
う
に
依
頼
す
る
。
当
日

退
院
さ
れ
る
患
者
は
納
得
し
て
い
た
だ
い
た
上
で
早
く
退
院
し

て
い
た
だ
い
た
。

ス
ト
レ
ッ
チ
ャ
ー
に
は
名
前
と
負
傷
部
位
を
記
入
し
て
貼
り

付
け
、
リ
ス
ト
バ
ン
ド
を
装
着
し
た
。
外
科
処
置
の
終
了
し
た

人
た
ち
か
ら
、
内
科
医
に
よ
る
総
合
診
察
を
受
け
、
転
院
の
判

断
を
し
て
も
ら
っ
た
。
五
人
中
二
人
が
重
症
と
な
り
緊
急
手
術

が
必
要
な
た
め
三
次
救
急
病
院
に
転
院
し
て
も
ら
う
。
一
人
は

当
院
に
て
緊
急
手
術
と
な
る
。
入
院
負
傷
者
家
族
へ
の
連
絡
と

家
族
が
来
る
ま
で
出
来
る
だ
け
一
人
に
せ
ず
、

心
の
ケ
ア
に
努

め
た
。

併
設
老
人
保
健
施
設
、
在
宅
介
護
支
接
セ
ン
タ
ー
看
護
飾

ロ
ー
ラ
ン
ド
(
老
人
保
健
施
設
)
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
利
用
者

の
た
め
入
浴
を
中
止
し
、

一
階
の
応
援
に
駆
け
つ
け
る
。
四
階

よ
り
椅
子
や
テ
ー
ブ
ル
の
運
搬
、
負
傷
者
の
介
助
、
水
分
補
給
、

オ
ム
ツ
や
パ
ス
タ
オ
ル
な
ど
の
提
供
を
す
る
。
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病
院
よ
り
の
報
告

福
知
山
線
の
事
故
で
負
傷
者
三
O
名
、
受
け
入
れ
可
能
の
人

タ
ー
か
ら
送
ら
れ
て
き
た
負
傷
者
、
入
院
患
者
の
氏
名
も
掲
示

し
た
。
個
人
保
護
法
の
こ
と
も
考
え
た
が
、
安
否
を
尋
ね
て
来

院
さ
れ
た
多
数
の
身
内
や
知
人
、
友
人
の
方
々
に
と
っ
て
、
こ

の
判
断
は
よ
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。
多
く
の
テ
レ
ビ
、

マ
ス
コ
ミ
関
係
者
の
方
々
の
評
判
も
悪
く
は
無
か
っ
た
よ
う
で

あ
る
。

*
印
:
ト
リ
ア
l
ジ
方
式
災
害
な
ど
で
多
数
の
負
傷
者
が
出

た
と
き
治
療
の
優
先
順
位
を
示
す
識
別
票
を
付
け
る
。

医
師
看
護
師
等
の
確
保
に
つ
い
て

F
h
u
 

つd

当
院
医
師
二
三
名
看
護
師

約

三
O
名
、
そ
の
他
職
員
三

O

名
以
上
が
負
傷
者
の
診
療
、
搬
送
に
係
っ
た
。

他
の
施
設
か
ら
の
応
援

大
阪
中
河
内
救
急
救
命
セ
ン
タ
ー
よ
り
医
師
四
名
、
看
護

師
二
名
、
救
命
士
二
名

赤
穂
市
民
病
院
よ
り
医
師

一
名
看
護
師
二
名
、
他
二
名

他
に
大
阪
よ
り
友
人
医
師
一
名
、
当
院
退
職
看
護
師
二
名

重
傷
者
は
肪
骨
多
発
骨
折
、
下
腿
骨
折
(
開
放
骨
折
)
、
骨
盤

骨
折
、
肺
挫
傷
、
頭
部
顔
面
挫
創
等
が
多
か
っ
た
。
開
放
性

骨
折
の
一
例
は
手
術
室
で
手
術
を
行
っ
た
。

無
料
電
話
の
設
置
:
十
一
時
三
O
分
頃
、

N
T
T
よ
り
災



害
用
の
無
料
の
電
話
四
台
が
設
置
さ
れ
た
。

振
り
返
っ
て
み
て
よ
か
っ
た
と
思
え
る
こ
と
は
、
外
科
系
、

内
科
系
を
問
わ
ず
、
全
診
療
科
の
医
師
、
看
護
師
、
そ
の
他
の

職
員
が
一
致
協
力
で
き
た
こ
と
、
震
災
の
教
訓
も
あ
り
、
救
急

受
付
か
ら
情
報
開
示
が
ス
ム
ー
ズ
に
行
え
た
こ
と
、
患
者
の
協

力
も
得
ら
れ
そ
れ
程
大
き
な
ト
ラ
ブ
ル
も
無
か

っ
た
こ
と
。
搬

送
の
遅
れ
な
ど
に
よ
る
死
亡
者
が

一
人
も
無
か
っ
た
こ
と
な
ど

が
あ
る
。
時
期
的
に
も
春
先
で
病
棟
患
者
が
満
床
で
は
な
く
余

裕
が
あ
っ
た
こ
と
、
夜
間
で
な
く
人
手
の
多
い
午
前
中
で
あ
っ

た
こ
と
な
ど
も
幸
い
し
た
と
思
う
。
ま
た
大
阪
や
兵
庫
の
救
命

セ
ン
タ
ー
か
ら
ド
ク
タ
ー
ヵ
ー
に
よ
る
応
援
に
き
て
い
た
だ
け

た
事
は
非
常
に
助
け
ら
れ
た
。

大
事
故
や
大
災
害
時
の
応
援
は
出
来
る
だ
け
早
く
(
出
来
れ

ば
最
初
の
一

1
二
時
間
)
に
応
援
が
最
も
必
要
と
考
え
ら
れ
る
。

救
急
指
定
病
院
と
し
て
今
後
考
え
ら
れ
る
事
は
、
医
療
法
上

は
認
め
ら
れ
な
い
が
、
予
備
の
ベ

ッ
ド
は
常
時
数
床
認
め
ら
れ

て
も
良
い
と
考
え
ら
れ
る
。
ス
ト
レ

ッ
チ
ャ

l
、
担
架
な
ど
も

何
台
か
予
備
が
必
要
。
レ
ン
ト
ゲ
ン
技
師
、
検
査
技
師
、
は
当

直
制
に
す
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
普
段
か
ら
大
事
故
、
大
災
害
を

想
定
し
た
心
構
え
と
訓
練
が
必
要
で
あ
る。

平
成
十
八
年
三
月
二
二
日

吉
田
静
雄
氏
略
歴

千
里
第
二
小
学
校
卒
大
阪
府
立

浪
速
高
等
学
校
尋
常
科
高
等
科
卒

大
阪
大
学
医
学
部
卒
米
国
留
学

右
医
学
部
外
科
学
第
一
教
室
勤
務

大
阪
労
災
病
院
第
二
外
科
部
長

大
阪
厚
生
年
金
病
院
外
科
部
長

医
療
法
人
中
央
会
尼
崎
中
央
病
院
理
事
長
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